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間は書物 を通 じて、静かで、ひそかな交流があったのだ。書物を通 じてといっても言語の異なる
両国がいかにして交流をはか り得たのだろうか。媒介 したのは漢書である。
19世紀後半、西洋の衝撃 にまともに対面 し、東アジア諸国のなかで、いち早 く近代化のさきが
けをなしたのは、いうまでもなく日本であった。明治 日本の知識人は、ヨーロッパの近代文明を
とりいれようと、語学 を学びながら欧米諸学術を日本語に翻訳、紹介に心がけた。これらの書物











やそれを表現 しようとする和製漢語 との出会いをも知 らずにはたしたといえる。
ところが、1919年 にベ トナムで科挙制度がついに終わりを告げると、漢字や漢文、漢字から派














中国の政治を根本的に改革 し、民間商工業を興 し、富国強兵を図ろうとした。 ところが、戊戌変
法運動が失敗に終わったため、梁啓超は日本に渡 り、横浜で 『清議報』と 『新民叢報』を発行 し、
「論学 日本文之益」や 「東籍月旦」などの論文で 〈東学〉、すなわち今日でいう日本研究、の必
要性を説いた。明治維新を遂げた日本に対する清朝末中国の関心度の高さは、留学生の数や日本
書物翻訳ブームを通 じてうかが うことができる。清朝政府は1896年 から日本へ官費留学生派遣を
開始 したが、日露戦争直後、1905-06年 頃には私費留学生 も増加 して、在 日中国人留学生の数が




「(i)路近 くして費をはぶき、多 くつかわすべ し。
(11)華 を去ることちか くして、考察 しやす し。
(iii)東文(日 本文)は 中文(中 国文)に ちか くして、通暁 しやす し。
(i・)西学は甚だ繁、およそ西学の切要ならざるものは、東人すでに刪節 して、これを酌改す。
中(中 国)、東(日 本)の 情勢、風俗相ちか く、彷行 しやすし。事半ばにして、功倍する
こと、これにすぐるものなし。」D









西洋近代の制度、文物 を導入 し、中国を近代化 させ るために、「改革派」の知識人や留学生たち
は日本の書籍を大量に翻訳 した。翻訳書は政治、経済、法律、教育、文学、芸術、農業、科学技
術など、幅広い範囲にわたり、それこそ 「マルクスとエ ンゲルスの 『共産主義宣言』から川口章
吾著の 『口琴吹奏法』まで」 という範囲の広さであった。2)
日本書の翻訳ブームは1902-1907年 にピークに達 し、年間平均50冊 が訳出され、約2007冊 が出










中国の 「新書」のベ トナムに入った経路 とその影響及び、「新書」のベ トナム語訳
ベ トナム語 でい う 「新書」(tan・thuタ ン トゥ)と は、 日清戦後 か ら五 ・四運動(1919年)ま で
の25年 間に中国人が書い た啓蒙的な著作 をさす ものであるが、時にはその期 間が さらに阿片戦争
まで さかのぼ るこ ともあ る。なお、「新書」 とは単行本 のみな らず、新 聞、雑誌 な どに掲載 され
た記事 や論文 も含 んでいる。
1900年 代初頭 において、 中国人で 日本語に通 じ、習得 した近代の知識 をいちばん精力的 に、か
つ幅広 く中国に紹介 、伝達 したの は、なん とい って も梁啓超であ ったろ う。 当時 のベ トナ ムにお
いて も、種 々の 「新書」が輸入 された とはい え、や は り梁啓超の著作 がいちばん多 く紹介 され、
影響が大 きか った ようである。 中国や 日本か ら輸入 された 「新書」は、ベ トナムの憂国の知識人
たちの海外知識 や情報 を得 る主要 な源泉であ り、彼 らを 「大い に啓発 させ 、啓 蒙運動 とい った方
向へ むかわせた」。6)
この 厂新書」 はいかな るル ー トでベ トナムに入 って きたの だろ うか。 「新書」 はベ トナ ムの大
きい町の中国商社で販売 されていたようで ある。 明治 日本 に倣 ってベ トナムの近代化 を図ろうと
す る1910年 代のズ イタン(維 新)運 動 の何 人かの参加者 にインタビューをした、現在 ダナ ン市 に
住 み、東遊運動 の研究家 であるグェ ン ・バ ン ・ス ァン(Nguyen-Van-Xuan)氏によれ ば、「その
ころ、これ らの書籍 は大 きな貨物船 に他 の荷物 といっ しょに載せ られ、書籍商人は港 か ら小舟 で
ホェ(順 化)市 の フーバ ンラゥ(富 文楼)の 河岸 の ような ところまで運んだ……。都 であるホェ
市 にいた中国人 に とってはかな りいい商売 だった ようだ。(少 し南 の)ホ イア ン(会 安)市 をふ
くむ他の町で はこの商売 はそれほ ど発展 していなか った」。7)
1907年 のハ ノイ(河 内)に 発足 された ドンキ ン ・ギ ァ トゥク(東 京義塾)運 動 に参加 した ダン ・
グェン ・カ ン(Dang-Nguyen-Can)氏の息 子 であ る ダン ・タイ ・マイ氏(Dang-Thai-Mai、 生
前 はハ ノイ大学文 学部教授)の 回想記 に も、 「新書」 はベ トナムで広 く普及 したが、ベ トナムに
お ける 「新 書」の輸入経路 につ いて は、ベ トナム現地の中国人の役割 を強調 してい る。「ハイ フォ
ン、ハ ノイ、サ イゴ ン、ホェ市の 中国人商店の仲介で 日本で出版 された梁啓超氏 らの 「新書」 を
か な り手 に入れ ることがで きた。ベ トナムの知識人た ちはそれに よって、アメ リカ、ヨーロ ッパ 、
日本 など、列 強の政治、文化の状況 を知 る機会 を得 た といえる」。8)こ の回想記 は さらに、「フラ
ンス革命、 ドイツや イタリアの統一 、 日本の明治維新 などの歴史に触 れた書 は当時 の進歩的な イ
ンテリの愛読書 だった……。西洋思想、 とりわけ18世 紀の フラ ンス哲学は、それまで儒教が 〈天
経地義〉 と信 じてい た人々の視 野 を大 きく広 げ た。 みんな、中国語 の訳 本 を通 じて、 モ ンテス
キュー、ボ ルテ ール、ル ソーの著作 に感動 していた。」 と記 している。9)
「新書」が20世 紀初頭のベ トナム知識層 に及 ぼ した多大 な影響 を、当時の代表 的イ ンテ リで あ
る ファ ン ・ボ イ ・チ ャ ウ(Phan-Boi-Chau潘 佩 珠 、1867、940)と ファ ン ・チ ャ ウ ・チ ン
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(Phan-Chau・Trinh潘 周棹、1872-1926)を 通 じてみてみたい。
潘佩珠 の自伝である 『潘佩珠年表』のなかで、彼 自身、1897年 頃、ホ ェ市 の友人か ら 「梁啓超
著の 『中東戦記』、 『普 法戦記』、徐継余著 の 『瀛 環誌 略』 を借 り、 これ を読 んで 、列強競 争の現
状 や国亡種滅 について知る ようになった」10)と 回想 している。
潘 周棹 は、31歳 で(1903年)ホ ェ市で行 なう会試(科 挙試験の第二次)に 補欠で合格 し、ホ ェ
市の阮朝(1800-1945年)の 官吏に任 じられた。潘周棹 は まもな く官職 を離れたが、彼が最初 に
「新書」に出会 ったの もその頃だった。潘周棹 の親友 で、1945年 まで活発 な言論活動 を していた
フィン ・トゥク ・カ ン(Huynh-Thuc-Khang黄 叔抗 、1876-1947)氏 が書 いた潘周棹伝記 に、「あ
の頃、 「新書 」はわが国 に氾濫 してい た。そ のなかで 、影響 がいちばん強か ったの は康有為や梁
啓超 の著作だ った。民権や 自由について議論 し、事 実上、西洋思想の神髄 に迫 った ものであ った。
潘周棹 はタン ・チ ョン ・ホェ(Than-Trong-Hue)や ダオ ・グェ ン ・フォ(Dao-Nguyen-Pho)(二
人 ともホェ市の著 名な学者)か らこれ らの著作 をよ く借 りて読んでいた。こ うした書物 に魅せ ら
れて、彼 は寝食 を忘 れていた。この時期 に、彼 の思想 は完全に変化 し、生 き返 って きた。」11)と語 っ
ている。
潘佩珠 や潘 周棹 は、のち政治活動 をす るために海外 に出たが、海外で も 「外国語」 と しては漢
文 しか堪能で ない二人 は、相変 わ らず 「新書」 を愛読 し、引 き続 きその影響 を受 けていた。潘佩
珠は 自伝 のなかで、1905年 に来 日したが、あ ま りに東遊運動 の活動 に捉われて、 日本語 を習得 す
るゆ とりが なか ったと回想 している。 それ故 、潘が もっている 日本や西洋 に関す る知識の大部分
は、梁啓超等が 日本で発行 した 『清議報』や 『新民叢報』 か ら吸収 され たとい えよう。例 えば、
イタ リアの愛国 的革命家マ ッツ ィニー(GiuseppeMazzini、1805-72年)の名 は潘 の著作 のな
か に頻繁にふれ られているが、彼 がマ ッッ ィニーの生 涯 について知 るよ うになったの は、梁啓超
の著作 を通 してであった。
潘 佩珠 は自伝 にこの ように記 してい る。す なわち、「私 が梁任公(梁 啓超)を 訪ねた とき、公
は 『意大利建 国三傑伝』 を執筆 していたお り、原稿 をみせて くれた。私 はマ ッッ ィニ ーを慕 うよ













滞在 していた問(1911-25年)、 かなりの時間やエネルギーを費やして、ローマ字のクォク ・グゥ
で詩訳を試みた。潘周棹の 『佳人之奇遇』の重訳は、梁啓超の訳本と同様、未完ではあるが、
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7800行 に も及 び、ベ トナムのいちばん代表的 な文学作 品の長篇韻文詩物語 『金雲翹』(Kim-Van-
Kieu)の 二倍 以上の長 さがある。潘 周棹 の訳稿 は1926年 に 『Giai・nhanky-ngo』 の題 で出版 され
た頃、多 くの人 に潘 周棹 の原作だ と思われ、一時 は 『金雲翹』 に代 わ って、ベ トナム文学 の代表
作 にすべ きだ とい う声 もあが った ほ どだ った。1910年 代 ヨーロ ッパ で活動 していた グェ ン ・ア
イ ・コク(Nguyen-Ai-Quoc阮 愛国、のち ホー ・チ ・ミン)も 、この クォク ・グゥ訳 の 『佳 人之
奇遇』 を愛読 した ようで ある。13)第二次 世界大 戦直後 、ベ トナ ム民 主共和 国が独 立 した とき、
ホー ・チ ・ミンは、アメ リカ合衆国 の 『独立宣言』 を引用 してベ トナムの独立 を宣言 し、 また、
その後、「独 立 と自由 ほ ど尊 い もの はない」 を合い ことば として しば しば用 いた ことは、 よく知
られている。 しか し、 「独 立」 と 「自由」 が 明治期 に造 られた和製漢 語であ り、 「独 立」 はdoc-
lapと して、「自由」 はtu-doと して、ベ トナム語になった経緯 につ いては、20世 紀初頭 におけ る
日本一中国一ベ トナム間の知識やこ とばの交 流の歴 史を知 らなけれ ば、気づ かないことであ る。
「新書」 は、20世 紀初頭に活動 していた潘 佩珠、潘 周棹 や同年代 のイ ンテ リに とってだ けで は
な く、1920年 代 に青春期 を迎え る、ベ トナムでの漢字教育 を習得 した最後 の年代 、す なわちダオ ・
ズイ ・アィ ン(Dao-Duy-Anh、1904-88年)、ダン ・タイ ・マ イ(Dang-Thai-Mai、1902-84年)、
チ ャン ・フ ィ ・リェウ(Tran-Huy-Lieu、1901-69年)などに も深 い影響 を及 ぼ した。 この三人
は、第二次世界大戦後、ベ トナムの思想界や文芸界で活躍 し、 ここ10年 、彼 らの回想記が出版 さ
れている。
例 えば、 ダオ ・ズ イ ・ア ィン氏 は、 自伝 であ る 『Nhonghichieuhom』(た そが れの回想録)
のなかに ダナ ン市 に滞在 した頃、「ある人が もっていた潘 周棹が翻訳 した 『佳人之奇遇』の原稿
を通 じて、エ ジプ トの革 命の歴史…… につ いて は じめて知 る ようにな った」。 ダナ ンよ りず っ と
南に下った、 フ ァン ・テ ィエ ト市 で彼 は さらに多 くの 「新書」 に出会 った。 厂この地方 の維新会
の元 メンバ ーか ら中国の 「新書」ばか りの一箱 を寄贈 された。 『清議報』 や 『新民叢報』 の一揃
いずつの他 に、康有為 、梁啓超、厳復、 中国語訳のモ ンテスキ ューの 『万 法精理』、 日本語か ら
翻訳 された地理学 、歴 史学 、科学の書籍が た くさんあった」14)と追憶 している。
ダン ・タイ ・マ イ氏 の場 合 につい て も、彼 の研究者 は、 「ダン ・タイ ・マ イ氏 に とって、自家
蔵書のなかで、もっとも魅力 的で、新鮮 なのは中国の 「新書」であった。……その頃(1910年 代)、
彼 は飲氷室 主人(梁 啓超)の 著作 に どんなに夢 中にな っていたか」、15)と。
ミリタン トなマル クス主義的歴 史学者 と知 られているチ ャン ・フ ィ ・リェウ氏の思想形成期 に
おける 「新書」の感化 もや は り強かった。1950年 に書 かれた論文 「梁啓超 と私 の思想形成」のな
かで 、チ ャン氏 は率直 に語 っている。「思想形 成の過程 において、私 はたいへん早い時期に梁 啓
超 に出会い、 そ して、 きわめて長い期間にわた って、梁の影響 を受 けた。事実 、20世 紀初頭か ら
第一次世界大戦 まで、ベ トナ ムの進歩的な イ ンテ リのなかで、誰 ひ と りとして梁啓超の影響 を受
けていない者が いただろ うか」。 ここで注 目に値 する ことは、氏が1927年 にサ イゴンで創立 した
「Chuong-hocThu-xa」(勉 学書社)は 梁啓超 の勉学 会 を模倣 し、書社が出版 した書物 は、「大概 、
飲氷室主人 の著作 か らヒン トを得た ものだ った」 とい う。驚 くことは、このチ ャン氏 も語 ってい
るように、梁啓超 の著作が世 に出てか らすで に、約30年 の歳月が経 っているに もかかわ らず、勉
学書社が発行 した書物 は1920年 代後半のベ トナ ム人読者層 に熱狂的に歓迎 された ことで ある。16>
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和製漢語のベ トナム語化
これ までみて きたよ うに、和製漢語のベ トナム語へ の転用過程は二つの段 階か らなっている。
す なわち、明治期の 日本書 か ら中国語の 「新 書」へ、そ して、「新書」か らベ トナム語 の クォク ・
グ ゥへ、であ る。中国語 に借用 された和製漢語がベ トナム語 と して浸透す るには、 まず 漢語か ら
ク ォク ・グゥに書 き直 され なけれ ばな らない。 この作 業 に携わ った人 々は、当然なが ら、漢語 に
もク ォク ・グゥにも精通 してい なければな らなか った。時間 に して、和製漢語の クォク ・グ ゥへ
の転用過 程は約40年 間かか ってい る。東遊運動が は じまった1905年 か ら、『Tiengdan』(民 声)、
『Tri-tan』(知 新)、 『Thanh-nghi』(清 議、 おそ ら くこれ も梁啓超 の 『清議報』 にちなんで名づ
け られただろう)な どの有力雑誌が廃刊 した1945年 頃 まで続 いた。
ベ トナムで クォク ・グゥで表 わ された和製漢語や新知識 をは じめて広 く普及 させたの は、ハ ノ
イに開か れたDong-kinhNghia-thuc(東 京義塾)で あった。東 京義塾 の 「義 塾」 とい うの は福
沢諭 吉が創 った慶応義塾 に由来 し、「東京」は、日本の東京であ ると同時 に、ハ ノイの旧名 で もあ っ
た。学校 の活動期 間はご く短か ったが(1907年3,月 か ら12月 まで)、 この学校が発行 した教科書、
小雑 誌、潘佩珠 や潘 周棹 などの著作 の普及が新語彙 や近代 文明の知 識 を民衆 の間に広 めた。20世
紀初頭のベ トナム語 の変化 について研 究 してい るマ イ ・ゴク ・リェウ(Mai-Ngoc-Lieu)氏 は、
「東京義塾運動がベ トナム語 に及ぼ した影響 とい うの は、梁啓超や康 有為の改革 派が著述 した新
書か ら、政治、社 会、文化 、思想 な どの新 漢越 の語彙 を導 入 したこ とである」17)と述べ ている。
しか し、 このマ イ氏 で さえ、普 通のベ トナム人 と同様、「新 漢越の語彙」 なる ものの一部 は、和
製漢語であ ったこ とに気が付か なか ったようであ る。
現代ベ トナム語 に、中国語 の 「新書」 を中継 して導入 され た和製漢語の一部 を、人文 科学 、社
会科学、及び科学技術 の各分野別 に例 を挙げ ると別表 のようになる。
ベ トナム語 に吸収 された和製漢語 の殆 どは 日本語 における もとの意味で使われてい るが、数多
くはない にせ よ、例外 もある。例 えば、 日本語の 「弁護士」 は、中国語で 「律師」 といい、ベ ト
ナム語 も中国 に倣い、厂1uat-su」であ る。
最近、 日本 の漫画 『ドラえもん』やテ レビの 『お しん』 などがベ トナ ムで人気 を博 しているが 、












りである。」is)潘周棹 も、「不廃漢字、不足以救南国」(漢字を廃止せねば、ベ トナムを救 うこと
ができない)と 似かよった意見を説いた。これらの主張はいかなる歴史的背景のなかで理解 した
らいいのだろうか。















ともいう)は 、日本語や韓国語のなかの漢字 ・漢語の役割 と同様、たいへん重要な役 目を果たし
ている。表現を厳密に、あるいは専門的に、あるいは抽象的にしたければ漢越の語彙を頻繁に使
わなければならないのである。20世紀初頭には、漢語に堪能なベ トナム人が多 くいたため、中国









政策によって国民生活が窮地に追いつめ られていた。1986年 からはじまった ドイモイ(刷 新)の
開放政策で活力が徐々に取 り戻されているものの、没イデオロギー後のベ トナムは今後の歩むべ
き道を模索 しているようである。そのためなのか、近年、ベ トナムでは、1975年 後姿を消してい
た儒教(Nho-giao)関 係の書物がハ ノイやホー ・チ ・ミン市の本屋の棚に目立つようになって
いる。
かつてベ トナムも長 く漢字文化圏の一員であったと考えれば、最近のベ トナムで東アジア文化
のブームが よみがえってきたことは自然であろう。20世 紀初頭に、近代のことばや思想の伝播を





在のベ トナムと東アジアの共通する伝統文化との断絶をうめてい く。それによって、ベ トナム人






















実 藤 恵 秀 『中 国 留 学 生 史 談 』、 第 一 書 房 、1981年 、9ペ ー ジ よ り 引 用 。
ChenShengBao,"ChineseBorrowingfromtheJapaneseLanguage",TheJapaneseFoundation
Newsletter,vol.XV,nos.5-6,May198.
実 藤 恵 秀 『中 国 人 日 本 留 学 史 』、 く ろ し お 出 版 、1981年 、29ペ ー ジ 。
同 前 、 随 所 。PhilipHuang,LiangCh竏鹹h穉andModernChineseLiberalism(Seattle:Universityof
WashingtonPress,1972),p.42も参 照 。









故 ハ ノ イ 大 学 文 学 教 授 の フ ィ ン ・ リ ー 氏 に よ る と、1913年 の 潘 周 棹 宛 て の 手 紙 の な か で 、 阮 愛 国(当
時 使 っ て い た 名 前 はNguyen-Tat-Thanh阮必 成)は つ ぎ の よ う に か い て い る 。 「新 た な 章 の 翻 訳 が 終 わ
り次 第 、 私 に 送 っ て く だ さ い ま せ ん か 」。 な お 、 潘 周 棹 の 著 作 の な か で 、 「章 」 で 構 成 さ れ て い る も の
は 『佳 人 之 奇 遇 』 だ け で あ る 。HuynhLy,ThovanPjcanChauTrink(HaNoi:Vanhoc,1983),p.157.
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